46都道府県出身で結婚したばかりのカップル46組の男女に、結婚する前に理想と考えていた相手の身長と現実に結婚した相手の身長を尋ねた．その結果，全国で最も理想近い女性を実際に選んだ男性は？？？県出身で，最も理想近い男性を選んだ女性は？？？県の出身者であった．さらに､地域別に見ると、東日本で最も理想近い男性を選んだ女性は？？？県の出身者であり，他方，西日本で最も理想近い女性を選んだ男性は？？？県の出身者であった． 

これらの結果を元に，男性が実際に結婚した現実の女性の身長、理想と考えていた女性の身長、女性が実際に結婚した現実の男性の身長、理想と考えていた男性の身長を表1にまとめ，図1に示した．

図1から，男性は現実に結婚した相手よりも低い身長の女性を相手として望んでいるが、女性はその逆であり，表1より現実の相手と理想の相手の差は男性の方が大きいことがわかる．そこで，男性と女性それぞれについて，現実と理想の差をT検定で検討し，その結果を表4と5にまとめた．

男性の場合は，P(T<=t)=0.0188でP=0.05より小さいことから5%の有意水準で有意であり，他方，女性の場合は，P(T<=t)= 0.1613でP=0.05より大きいことから有意とは言えない． このことから，男性は現実と理想に差が認められ，それほど理想の身長にこだわることなく，結婚相手を選んでいることが伺われ，逆に，女性は現実と理想に差が認められず，結婚相手として，理想に近い身長の男性を選んでいるといえる．

次に，理想とする結婚相手の身長が西日本と東日本で違いがあるか，その傾向を表2にまとめた．

表2により，東日本より西日本の男性が身長の高い女性を理想とし，逆に，西日本より東日本の女性が身長の高い男性を理想としていることがわかる．このような東西の差をT検定で検討し，その結果を表6と7にまとめた．

ここでは，女性の場合においてだけ，P(T<=t)= 0.0201でP=0.05より小さいことから5%の有意水準で有意である． このことから，理想の相手を選ぶ場合，男性では西日本と東日本に差はなく，女性だけで西と東に差が認められ，西日本に比べ東日本で，女性が高い身長の男性と結婚したいと望んでいることが伺われる．このような東西の違いが，それぞれの地方でどのように見られるか，理想の相手の身長を地方ごとに表3にまとめた．

表3から，女性の場合､沖縄、北陸、中部、東北、四国、北海道、中国、関東、甲信越、九州、近畿地方の順となっており、東日本の地方が比較的上位を占めている．

次に，どのような身長の人がどのような相手と結婚したいと望んでいるか，男性と女性に分けて，現実の自分の身長と理想の相手の身長との関係を図２に散布図として示し，さらに，相関を表8にまとめた．

図２で現実の男性に比べ現実の女性で点がまとまっており，表8からも現実の男性と理想の女性 r=0.294 に比べ，現実の女性と理想の男性 r=0.313で，高い相関を示していることから，男性に比べ，女性は身長の低い人は低い相手，高い人は高い相手を選ぶ傾向が強いといえる．
このような傾向をさらに東西に分けて検討するため，現実の自分の身長と理想の相手の身長の相関を，西日本については表9に，東日本については表10にまとめた．

表9から現実の男性と理想の女性 r=-0.041に比べ，現実の女性と理想の男性 r=0.132と相関が高く，表10でも同様に，現実の男性と理想の女性 r=0.377に比べ，現実の女性と理想の男性 r=0.483と高いことから，西日本と東日本のいずれの場合にも男性に比べ，女性が自分と似た身長の相手を選ぶ傾向があると言える．また，表9と表10を比較すると，現実の男性と理想の女性で，西日本の r=-0.041 に比べ東日本の r=0.377で相関が高く，現実の女性と理想の男性でも，西日本の r=0.132 に比べ東日本の r=0.483で相関が高い．つまり，自分と似た身長の相手を選ぶ傾向は西日本に比べ，東日本で強いといえる．

これまでの分析をみると、女性は自分の身長に見合って、身長が高い相手を結婚相手の理想とし、現実にもそれに近い相手を選んでいるが、男性は現実より低い身長の女性を望んでいるものの、人によってその好みはバラバラで、自分の身長との関連もあまりなく、理想と違った相手と現実に結婚している．そして，このような傾向は，西日本に比べ，東日本の女性に強いようである．結婚相手を選ぶとき、女性にとって男性の身長が選択基準の一つになっているが、男性にとって女性の身長はそれほど重要な基準となっていないようである．







